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１ はじめに

 ワークショップを中心とする参画学習（生徒参画型授業）では
様々なアクティビティが用いられる．

 このアクティビティの定義は“具体的な目標をもった最小単位
の活動”とされる．

 本研究ではオブジェクト指向プログラミングとファシリテーショ
ン技法の共通性を探るために目標を「問題解決（プロセス）」，
活動を「知識創造技法による作図作業（プロダクト）」とした参
画学習のためのアクティビティ・プログラムを開発する．

 本発表では，このプログラミングにより構築した参画学習プロ
グラムを提示し，課題研究のオリエンテーション時および校内
研修への効果を探る．



２ 本研究における参画学習の位置づけ
学習の構成要素



参画学習の理論モデル

グループワークによる知識創造技法の習得（教材開発：クリティカル・キューブ）

参画する態度の検証（質問紙法調査・分析）

参画領域における学習者の位置付け（参画学習レベル）
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活用力を高める参画学習プログラムの開発（プログラム評価）
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望ましい社会形成力の育成
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解決策の評価解決案の提案テーマの設定

●学習モデル

●パフォーマンス評価
・プロダクト評価
・プロセス評価
（ルーブリック）
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実践

検証

参画領域

参画領域における学習者の位置付け
①レベル１：学習内容参画（計画と評価の一貫性）
②レベル２：学習評価参画（相互理解を高める学習者間評価）
③レベル３：学習指導参画（指導と評価の一体化）

レベル１ レベル３レベル２

段階 レベル３

参画領域

レベル１ レベル２

学習指導学習評価学習内容
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３ 研究内容
参画学習のためのアクティビティ・プログラム開発



知識創造技法の精選

クリティカル・キューブ



クリティカルキューブ
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（注）ルービックキューブの（株）メガハウスに許可申請済み



４ 研究内容
参画学習プログラム

【学習モデル】
(a) 課題発見学習モデル（Peony）
問題を発見し，情報を分析する能力を身に付ける．

(b) 問題解決学習モデル（Rose）

問題を発見し，冷静に考え，解決策を理解し，解決策を提案す
る能力を身に付ける．
(c) 計画評価学習モデル（Mary）

提案された解決策が効果的な計画なのかを考え，事前に評価
する能力を身に付ける．



Ｆｌａｓｈによる動画（課題研究作品）

動作時間 ５分間



ファシリテーションプラン（学習促進案）



実践例１（校内研修・その他）

●ロジックツリーによる参画学習（課題研究：オリエンテーション時）
● 校是・校訓の見直し

● ＰＴＡ活動のマンネリ化対策



実践例２（社会貢献）

●北陸先端科学技術大学院大学「石川県伝統工芸の復興」（石川県、2007）
●日本自立生活センター協議会（JIL）「組織運営の見直し」（東京都、2008）
●山口大学・山口県教育委員会「独立行政法人教員研修センター委託事業：校長・

教頭等学校管理職のコミュニケーション能力の向上を図る学習者参画型研修モ
デル開発プログラム」（山口県、2008）



５ 考察とまとめ

(1) 参画学習のためのアクティビティ・プログラム開発

①ファシリテーションスキル向上（教える人から引く出す人へ）

②学習促進案の提案（指導案から促進案へ）

③教材開発（クリティカルキューブ・Ｆｌａｓｈ動画）

(2) 参画学習プログラムの適用

①参画学習の意義

・計画形成における計画と評価の一体化

・学習活動における指導と評価の一貫性

②課題研究への対応

オリエンテーション時のテーマ設定の有効性

今後の課題として，参画学習にためのアクティビティ・プログラ
ム（AP）とオブジェクト指向プログラム（OOP）との関係を明ら
かにし，プログラム（学習）評価につなげていきたい．



ご静聴ありがとうございました


